
介護タクシーウイル社長監禁殺人事件 

 
東京・上野「介護タクシー社長監禁殺人」

に新証言！（1）犯行におよんだ理由と

は？ 
まるで V シネマのような事件である。都心で 250 台もの介護タクシーを束ねる

社長が忽然とさらわれ、そして遺体が未確認のまま、3年後に殺人グループが検

挙されたのだ。その首謀者から、事件の鍵を解く「ある計画」を持ちかけられ

た人物が、その一部始終を明かした。 

「俺と一緒に事業をやらないか？ もうすぐ 2億円が入るんだよ」 

 神奈川で宅配業を営む香川浩之氏（49）＝仮名＝は、そんな夢のような話を

持ちかけられた。12 年夏頃のことである。 

香川氏は、何やら胸騒ぎを覚えた。もしかしたらこの男は、あの「社長」を殺

すつもりではないかと…。 

 男が「社長」に対して積年の恨みをを募らせていたことは、何度となく聞か

されていたからだ。 

 そして今年 11 月 23 日、警視庁組織犯罪対策 4課は、12 人もの男女を逮捕す

る。東京・台東区で介護タクシー運営会社「ウィル」の社長をしていた金子竜

也さん（当時 48 歳）を 13 年 1 月に連れ去り、車に監禁してスタンガンを押し

つけるなど暴行し、その後、金子社長は死亡。そのまま死体を遺棄したとして

逮捕監禁致死容疑での逮捕だった。 

 その首謀者が元暴力団組員・広瀬慶太容疑者（49）で、香川氏と知り合った

のは 18 年ほど前のことだったという。 

「物腰の柔らかい男で、とてもヤクザには見えなかった、というのが第一印象。

知り合いを介してだったんだけど、広瀬には『頼母子講』と呼ばれる無尽に誘

われたり、思えば最初から金にまつわることが多かった」 

 人なつっこい広瀬容疑者は、香川氏にたびたび会いに来たという。そして香

川氏は、広瀬容疑者と金子社長の縁も聞かされた。 

「俺と知り合う前に、金子社長が吉原で貸金業を始めて、その“ケツ持ち”の

ような形で経営に絡んでいたのが広瀬だった」 



 金子社長と広瀬容疑者は、もともと「半グレ」のような時期があり、そこで親

しくなったという。ただし、貸金業が順調に発展していくと、2人の間に亀裂が

生じたと香川氏は証言する。 

「分配金のトラブルだったと思うけど、金子社長は別の組織の人間にケツ持ち

を鞍替えした。実は、金子社長にはもう 1人、共同経営の男がいたんだけど、

それもあわせて、広瀬からしたら『この野郎！』という感じになったんだ」 

 後述するが、この共同経営者にも、あわや金子社長と同じ“惨劇”が降りか

かるところだった。 

 ところが、広瀬容疑者は、思わぬ形で金子社長や香川氏の前から姿を消すこ

とになる。 

「99 年頃に、広瀬は覚醒剤の密売で逮捕されて、懲役 10 年を食らった。あいつ

がいた組は『シャブ屋』と呼ばれたくらいだから、取り引きの量もかなりのも

のだったと思うよ」 

 この長い服役の間に広瀬容疑者は「ある計画」を思いつき、そして出所後、

周到に手だてを整えていった‥‥。 

 

東京・上野「介護タクシー社長監禁殺人」

に新証言！（2）「産廃業者を一緒にや
ろう」 
10 年の懲役を終えた広瀬容疑者は、金子社長に対して執拗な嫌がらせを繰り返

す。もともと、貸金業に対して共同経営者だという思い込みがあったからだと

いうが、 

「金子社長のバックの組織が変わった時に、広瀬は自分の組の兄貴分に『組と

して話をつけてくれないか』と持ちかけている。ところが、金子社長の新しい

バックの組織のほうが大きな組織だったため、組としては対処できない、と断

られてしまった」 

 それもあって、何とか金子社長から“分配金”をせしめようとする。広瀬容

疑者が服役している間に、金子社長は貸金業をやめ、介護タクシー会社を新た

に立ち上げていた。こちらも順調な業績で、懐をつけ狙うには十分だと広瀬容

疑者は目をつけたのだ。 

香川氏が続ける。 

「広瀬としたら、2億円くらいは手にしたかったんだろう。実際、そんなことを

金子社長に伝えたら、例の新しいケツ持ちから『2000 万円で手を打てや』と言



われたらしい。別の関係者に聞いたところ、広瀬はケツ持ちに対しても『あい

つらはヤクザじゃなくて、ただの商売人だ』とキレていたらしいから」 

 そんな広瀬容疑者は出所後の一時期、覚醒剤絡みの一件から身をかわす必要

もあり、関東近郊の土木業者に住み込みで働いていたという。そこで知り合っ

た男から、産廃業者としてのノウハウを学んだようだ。 

「俺だけじゃなく、いろんな人間に『産廃業を一緒にやろうや』と持ちかけて

いた。その知識は実に豊富で、例えば『千葉県は森田健作が知事のうちは認可

が下りやすい』とか『競売に出ている物件を落としたほうが話は早い』とか、

現実味のある話だった」 

 広瀬容疑者が香川氏に対して、いかにもたやすく大金が入るような口ぶりだ

ったのは、実は金子社長だけではない“標的”がいたからだという。もともと

吉原での貸金業で得た金をもとに、六本木ヒルズに居を構える実業家となって

いた人物・A 氏だ。 

「広瀬の言うことだと、20 億円くらい動かせるらしい。だったら自分に 2億円

くらい回してくれたっていいだろうというのが広瀬の言い分。俺たちに『近く 2

億円入る』の根拠がそれだった」 

 ただし、A氏に近づくことは広瀬容疑者も容易ではなかった。厳重なセキュリ

ティで知られる六本木ヒルズだけに、侵入することも、待ち伏せることも容易

ではない。そこで一計を案じた。香川氏が続ける。 

「広瀬はタクシー運転手を巻き込もうとしたんだよ。Aさんはタクシーを使って

ヒルズから移動するらしいから、自分の息のかかった運転手を行かせれば拉致

できると。残念ながら、協力してくれる運転手は見つからなかったようだけど」 

 もし、運転手がいたら「もう 1つの殺人」も、十分に可能性があった。 

 

東京・上野「介護タクシー社長監禁殺人」

に新証言！（3）「もうすぐ大金が入る 
から」 
金子社長のもとで働いていた「ウィル」の関係者が言う。 

「経営者が突然の失踪だったので、会社を解散することもできず、休眠の状態

です。ただ、介護タクシーの運転手は、もともとが個人なので、新たに別会社

を作って、そこで働いていただいている形です。犯人グループが逮捕されたと

はいえ、まだ見つかっていない社長の遺体がどこにあるのか‥‥それが気がか

りです」 



 さて、広瀬容疑者の話に戻ると、六本木ヒルズの A氏襲撃をあきらめたこと

で、再び金子社長から多額の金銭をふんだくろうとたくらんだ。 

 
12 年 5 月には、貸金業時代の売上金を巡り、金子社長は広瀬容疑者に脅されて

いると警視庁に相談。恐喝未遂容疑で逮捕されたものの、不起訴処分となる。

その 2カ月後の 7月にも、金子社長は「身の危険を感じる」と再び警視庁に相

談した。 

 それから半年が過ぎた 13 年 1 月 26 日午後 8時 30 分頃、金子社長の会社を乗

っ取ろうと、代表の名義変更を画策する。 

 金子社長の会社の前で待ち伏せた3人の男は、スタンガンで動けなくすると、

白いワンボックスカーに押し込んですばやく連れ去った。 

 翌 27 日、夫と連絡が取れないと夫人が届け出たため、拉致事件と見て捜査が

始まったのである。 

 この事件と前後して香川氏は、広瀬容疑者とも顔を合わせている。 

「ニュースで金子社長がいなくなったことを知って、広瀬に『お前がやったん

じゃないのか？』と聞いた。広瀬は、車に乗せたことは認めたが『すぐに放し

た』と言ったんだ。もっとも、俺の顔を見ずに、別のほうを向いて答えたけど

な。当然ながら、俺はそもそも広瀬が持ちかけた計画には乗っかっていない」 

 香川氏は広瀬容疑者が、しきりに携帯の画面ばかりに目をやっているのを目

撃した。大がかりなグループでの犯行ゆえに、今にして思えば緊密に連絡を取

っていたに違いない‥‥。 

 今回の逮捕の報を受け、香川氏は「やっぱり‥‥」という思いにかられた。 

「出所してからの広瀬は、振り込め詐欺のグループとか、いろんな人間に風呂

敷を広げすぎた。どの連中にも『もうすぐ大金が入るから』とふれ回っていた

から、ここで引っ込んだらメンツが立たないと思ったんだろうな」 

 あまりにも大胆で、あまりにも稚拙な「逮捕監禁致死」──広瀬容疑者らの

供述と、金子社長の遺体の発見が待たれている。 

 

介護タクシーウイルの後を継いだのが一般社団法人福祉移送ネットアイラスで

ある。 

 

２０１６年１２月２４日 


